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写真みつかるPJと私	

•  2012年春 

Mashup Award 7 受賞者つながりで声がかかる。 
なんとなくMTGに行ってみたところ巻き込まれる。 

•  2012年夏 
少数の開発者でβ公開　利用者向けマニュアル整備などに協力 

•  2012年秋 
本格開発開始　→　開発チームに参画　→　第一次頓挫 

•  2013年春 
少数精鋭でリブート　→　開発チームに参画（というか全員開発チーム化） 
　→　第二次頓挫 

•  2014年冬 
NCWGクラウドアプリケーション部会からの開発力提供によりリブート 
　→　システムローンチ！ 

 



ITボランティアのデメリット	


•  口は出すが手は動かさない人が増えるとプロジェクトが進行しなくなる。 
→善意のアドバイスも乱立するとどれを採用するかジャッジが必要 

•  ジャッジ役を務めるリーダーが不在、まとめられない 
→リーダーには高度な情報集約スキルとリーダーシップが必要 

•  アウトプット、期日への拘束力がない 
→ボランティアなので業務外での無報酬の活動。 
本業が忙しくなると開発は停止 

＜第一次頓挫の原因＞	


＜第二次頓挫の原因＞	


•  少数精鋭メンバーはもともと忙しい 
少数精鋭になれるメンバーはもともと本業や他の活動からの引き合い
も多く、時間がとれない。 



ITボランティアのメリット	


• 参加のコストが低い 
オンライン上でコミュニケーションをとることがメイン 
被災地等現地へ赴く必要がない 

 
• 異業種の方との人脈拡大 

 
• アウトプットや共同作業を通してビジネスパートナ
ーを獲得 



クラウドApp部会として振り返る	


• 若い開発者、プログラム経験のない方にも参画頂いて、そ
れぞれの立場で力を発揮していただけた。 

• 休日を使ったハッカソンでは自由な雰囲気の中楽しく開発
をする体験をすることができた 

• システムローンチというアウトプットを残せた。 

• 被災者の方への大きな支援を行い、社会的にも意義深いこ
とができた。 

 



クラウドApp部会として振り返る	


h#p://shashin-­‐mitsukaru.jp/ncwg/#more-­‐18	




システムデモ	
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ご清聴ありがとうございました。	
  


